
令和４年度整備

地域共創展開センター

リカレント教育センター
センター長：企画・経営担当理事

センター長：社会連携担当副学長

議長：学長

センター会議等

地域拠点サテライト

各学部・研究科等

・北勢
・伊賀

・伊勢志摩
・東紀州

統括者：総務担当理事

教育新組織（仮）
センター長：〇〇担当理事又は副学長等

高等教育デザイン機構

産学官による社会課題の解決を通じて、教育研究力の強化と地域創生の推進に取り組む「みえの未来図共創機構」

連携機関

• 三重県・県内自治体
• 民間企業・団体
• 県内の高等教育機関等

みえの未来図共創機構
機構長：研究・社会連携担当理事

産学官連携推進部門
〈前地域創生戦略企画室の改編〉

地域共創展開センター
センター長：研究・社会連携担当理事

新規

知的財産マネジメント部門
〈前知的財産統括室の改編〉

産学官連携リスクマネジメント部門
〈前産学官連携リスクマネジメント室の改編〉

地域圏防災・減災研究センター



地域共創展開センター

多様な学問分野と企業や地方自治体等の連携組織（産学官連携プラットフォーム）により、
「みえの未来図」を共創し展開する「地域共創展開センター」の整備
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連携企業

地域に展開する農業、
水産業、工業等でDX
に実績のある先端企
業等

～大学の持つ科学、企業の持つ技術、自治体の持つ政策の融合～

「みえの未来図」を共創し展開する３つの部門

【取組みと狙い】
・本学の更なる地域貢献と社会連携活動を通じた教育研究の深化を目指し、複数の産学官連携プラットフォームを組織する
「地域共創展開センター」を整備し、社会的インパクトのある成果を創出する取組みを展開する。

・「地域共創展開センター」の各部門は大学内の複数専門領域と行政、連携企業からなる異分野融合組織である。
・産学官連携プラットフォームで実施するプロジェクトは社会実装を目指すものであり、地域の産業等の振興に寄与することを目指す。

産学官プラットフォームを基盤に多彩な人々が活躍する拠点を創設し、
地域創生のモデルとなる社会的インパクトのある成果を創出する。
◇共創によって地域を活性化しつつ大学の教育研究機能を強化
◇先端分野のスペシャリスト教員や有望な若手研究者の登用
◇次世代を担うリエゾンマインドを持った教員を育成
◇自走化・共走化を目指し、効果的なプロジェクトを展開

事業概要

「産業の未来図」
部門

「日本の地域モデルの
未来図」部門

みえの食とウェル
ビーイング展開ユニット

・深紫外半導体LED
・次世代電池
・次世代高速無線通信

・一次産業（食）のDX
・食文化、食育
・食と健康（運動）

「持続可能社会モデルの
未来図」部門

環境、SDGs
展開ユニット

・医療とDX
・医療ロボット
・防災
・カーボンニュートラル
・へき地教育（教育）文化

みえの未来図共創機構

次世代産業
展開ユニット
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